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活動内容 成果 関係(連携)団体
①SDGs地域貢献研修プログラムの受入れ
令和6年11月8日 「教育テック大学院大学」教育テックコースの学生８名（留学生５名（ミャン
マー、ネパール、カンボジア）日本人３名）教員2名
簡易炭化器による梅剪定枝のバイオ炭化実演、バイオ炭の取組みについて説明

教授、学生に対する脱炭素に貢献する循環型
農業の情報発信

教育テック大学院大学
みなべ町国際交流協会
梅モググループ

②バイオ炭定量化事業の協議に参加
令和6年11月29日 参加人数 7名
高槻バイオエネルギー研究所・島田勇巳所長を交えて、炭化炉の設置場所の確認、今後の進め方
について協議

炭化炉の設置場所の決定
先行炭化試験データ
（完全乾燥剪定枝２００kgから70kgのバイオ
炭製造 歩留率35％）

高槻バイオチャーエネルギー研究所
みなべ川森林組合
みなべ梅wo炭クラブ

③バイオ炭定量化事業の第1回炭化試験に参加
令和７年1月14日 参加人数 7名
高槻バイオチャーエネルギー研究・島田勇巳所長による炭化実演

炭化炉による炭化工程の把握
炭化試験データ（生木剪定枝２4０kgから
70kgのバイオ炭製造 歩留率29.2％）

高槻バイオチャーエネルギー研究所
みなべ川森林組合
みなべ梅wo炭クラブ

④SDGs地域貢献研修プログラムの受入れ
令和７年1月20日 「立命館大学国際経営学科」の教授、学生10名（留学生５名） 他5名
高槻バイオエネルギー研究所・島田所長のバイオ炭をとりまく状況の説明に続き
みなべ町のバイオ炭の取組みについて説明

教授、学生に対する脱炭素に貢献する循環型
農業の情報発信
「バイオ炭の利活用における経済循環」を卒論
テーマにする学生との関り

立命館大学国際経営学科
高槻バイオチャーエネルギー研究所

⑤炭化炉によるバイオ炭化実演およびバイオ炭に関する勉強会
令和７年1月21日 参加者 みなべ川森林組合理事（8名）、みなべ梅wo炭クラブ（7名）

立命館大学４名他、計23名
高槻バイオエネルギー研究所・島田勇巳所長による炭化実演およびバイオ炭を取り巻く状況、
可能性等についての講演

バイオ炭の国内外最新状況の把握
バイオ炭事業の将来性、可能性の把握

高槻バイオチャーエネルギー研究所
立命館大学OIC総合研究機構
みなべ川森林組合
みなべ町農業振興協議会
みなべ梅wo炭クラブ

⑥バイオ炭に関する最新情報の収集
「立命館大学日本バイオ炭研究センター・日本バイオ炭コンソーシアム」シンポジウム2025
令和７年2月19日～20日 バイオ炭の国内外最新状況の発表

バイオ炭に関する国内外の最新状況の収集
バイオ炭事業の将来性、可能性の把握

立命館大学日本バイオ炭研究センター

参
考

みなべ梅wo炭クラブの活動
・臨時総会開催 令和６年１月22日 参加者数9名 SDGs未来都市事業、事業計画、将来構想
・若狭町バイオ炭勉強会講師（オンライン 参加者10名）

・FBページ作成（様々な情報発信）
・令和７年度地球環境基金申請中（75万円）
・若狭町農家・漁師にみなべ町の取組を発信

みなべ梅wo炭クラブ
みなべ川森林組合
環境再生保全機構

テーマ名：バイオ炭

課題
町内で毎年約9,000トンの剪定枝が発生しており、その多くは利活用することなく畑や田で焼却したり、山へ投棄したり、チップ加工して畑
へ放置している。焼却ではCO2が排出され、火事のリスクが伴う他、煙による苦情も深刻。山への投棄は不法行為であり、それ自体も問題。
またチップにする処分は、省労力化に有力だが平坦地に限られる。このように剪定枝の処分に多くの梅農家は苦慮している実態がある。

目標
梅剪定枝をバイオ炭にして畑へ施用することで、CO2排出削減に貢献するとともに、土壌改良を図り、世界農業遺産認定地にふさわしい持
続可能な循環型農業システムの確立すること。
同時にJクレジット（炭素貯留の実績）や成型燃料の売買等により収入を確保し、自立した経済循環を構築すること。

振り返りと
今後の展望

【令和6年度の成果】 内外への情報発信、情報収集、全国のステークホルダーとの関係つくり
【令和７年度の計画】 パンフレット作成・配布や万博プログラム参加による情報発信

先進地視察（東近江市、有田川町バイオマス発電所、高機能炭和歌山研究所）
【 今後の課題 】 自立した経済循環、剪定枝収集＆製造のしくみ作り

「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

課 題
● 毎年約9,000トンの剪定枝が発生

● 畑や田で焼却したり、山へ投棄したり、チップ加工して畑へ放置

● 焼却ではCO2が排出され、火事のリスクが伴う他、煙による苦情も深刻

● 山への投棄は不法行為であり、それ自体が問題

● チップにする処分は、省労力化に有力だが、平坦地に限定

多くの梅農家が剪定枝の処分に苦慮している

目 標
梅剪定枝をバイオ炭にして畑へ施用することで

● CO2排出削減に貢献

● 土壌改良を図る

● 世界農業遺産認定地にふさわしい持続可能な循環型農業システムの確立

● Jクレジット（炭素貯留の実績）や成型燃料の売買等により収入を確保

自立した経済循環を構築
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テーマ名： バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

Jクレジットとは

温室効果ガスの排出削減・吸収量をクレジットとして認証する制度

（経済産業省、環境省、農林水産省が運営）

木質バイオマスを原料としたバイオ炭の場合、約２倍が炭素貯留量

バイオ炭とは

燃焼しない水準に管理された酸素濃度のもと、350℃以上の温度

でバイオマスを過熱して作られる固形物と定義（国際的な基準）

※原料は国産のもので、他に利用用途がないもの＝剪定枝

バイオ炭によるCO2

排出削減のイメージ
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

①SDGs地域貢献研修プログラムの受入れ

●令和6年11月8日

● 「教育テック大学院大学」教育テックコース

学生８名（ミャンマー、ネパール、カンボジアの留学生５名 日本人３名） 教員2名

●簡易炭化器による梅剪定枝のバイオ炭化実演、バイオ炭の取組みについて説明

前夜の親睦会のようす
梅モググループ、国際交流協会の皆さまに
ご協力をいただきました
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

②バイオ炭定量化事業の協議に参加

●令和6年11月29日 参加人数 7名

●高槻バイオエネルギー研究所・島田勇巳氏を交えて

炭化炉の設置場所の確認、今後の進め方について協議

先行炭化試験で製造したバイオ炭
・完全乾燥剪定枝２００kg➡

70kgのバイオ炭製造
・歩留まり率35％
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

③バイオ炭定量化事業の第１回炭化試験に参加

●令和７年1月14日 参加人数 7名

●高槻バイオチャーエネルギー研究所・島田勇巳所長による炭化実演

炭化試験で製造したバイオ炭
・生木剪定枝２40kg➡

70kgのバイオ炭製造
・歩留まり率29.2％
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

④SDGs地域貢献研修プログラムの受入れ

●令和７年1月20日

●「立命館大学国際経営学科」ヨーク教授、ゼミ生10名（留学生５名） 他5名

●高槻バイオエネルギー研究所・島田所長によるバイオ炭をとりまく状況の説明に続き

みなべ町のバイオ炭の取組みについて説明

「バイオ炭の利活用における経済循環」を卒論のテーマするという学生が参加
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

⑤炭化炉によるバイオ炭化実演およびバイオ炭に関する勉強会

●令和７年1月21日

●参加者 みなべ川森林組合理事8名、みなべ梅wo炭クラブ7名

立命館大学４名他 計23名

●高槻バイオエネルギー研究所・島田勇巳所長による炭化実演

およびバイオ炭を取り巻く状況、可能性等についての講演
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

⑥バイオ炭に関する最新情報の収集 ①

「立命館大学日本バイオ炭研究センター
日本バイオ炭コンソーシアム」

シンポジウム2025へ参加

●令和７年2月19日～20日

●バイオ炭の国内外最新状況の発表

●計18講演に参加

●シン・エナジー株式会社「木質ガス化バイオマス発電所由来のバイオ炭活用事例と地域循環」
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

⑥バイオ炭に関する最新情報の収集 ②
「立命館大学日本バイオ炭研究センター・日本バイオ炭コンソーシアム」シンポジウム2025へ参加

●「東近江市のバイオ炭施策について」
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

⑥バイオ炭に関する最新情報の収集 ③
「立命館大学日本バイオ炭研究センター・日本バイオ炭コンソーシアム」シンポジウム2025へ参加

●清水建設｢バイオ炭によるコンクリートへの炭素貯留技術」 ●依田教授の発表より

●「カーボンクレジット市場のトレンド、動向と政策」 ドイツの報告
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

参考） みなべ梅wo炭クラブの活動 FBページの紹介

農家による事業支援組織
●農家、住民への啓発
●協力農家家の拡充
●事業の支援
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テーマ名：バイオ炭「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

【令和７年度の計画】

●パンフレット作成・配布による情報発信

●万博プログラム参加による情報発信 (occ×ジュニアSDGs キャンプ）

●先進地視察

（東近江市 有田川町バイオマス発電所 高機能炭和歌山研究所（印南））

【今後の課題】

●自立した経済循環 （収益性の高い商品・販路の検討）

●剪定枝収集・バイオ炭製造のしくみ作り

バ イ オ 炭 が 地 球 を 救 う


